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研究要旨 

研究目的：軽度認知障害(MCI)は、認知症のハイリスク群であり、認知症への進行を予

防するため、ライフスタイルの改善や精神的支援が必要である。アルツハイマー型認知

症の病態修飾薬は開発されたものの、実際は進行遅延のための十分な指導を受けず、置

き去りにされているケースがみられる。そこで本研究班は、MCI の効果的な支援方法を

確立するために以下の２つの研究を行う。①手引きの作成：MCI の進行予防・心理的支

援について文献調査を行い、エビデンスに基づいた手引きを作成する、②手引きを用い

た介入研究：MCI の人に対する手引きに沿った指導を 12 か月間行う介入研究により、

手引きによる啓発と支援の実現可能性および介入の効果を明らかにする。 

研究方法・結果：本年度前半（4 月～8 月）は前年度に開始された介入研究を継続し

た。研究への参加に同意が得られた MCI 高齢者 38名のうち 34 名（89.4%）が 12か月

間（全 24セッション）の介入を完遂した。研究期間中 1 回以上の教室に参加したもの

（Full analyses set：N=37、年齢 79.2±4.2歳、男性 16 名）を対象者とした解析におい

て、主要評価項目である MoCA-J の変化量はプラス 1.2 点（介入前：21.9 点、介入後：

23.3 点）であり、介入前後において統計学的有意な改善を認めた（p=0.007）。外部対

照群と傾向スコアマッチングした集団を用いた解析（介入群 N=18, 対照群 N=18）にお

いても、介入群は外部対照群と比較して有意なMoCA-J の改善を認めた（P<0.001）。

手引きを用いた介入を実施する中で合計 99件の質問が参加者や家族、教室を運営した

補助スタッフ等から寄せられ、班員で分担して回答を作成した。介入終了後（9月～）

はこれらを反映させた手引きの第 2版を作成した。 

まとめ：本研究では、MCI 進行予防のための実践的な支援方法を提案すべく、①手引き

の作成と②手引きを用いた介入の効果判定を 2 つの柱として遂行した。3 年計画の 3 年

目にあたる本年度は介入研究により手引きを用いたMCI 高齢者に対する支援の実現可能

性と認知機能に与える効果を検証した。また、蓄積された改訂のポイントをもとに手引

きの第 2 版を完成させた。本研究の成果を web や冊子などの様々な媒体や、全国で実施

されている認知症予防教室を通して広く展開することで、MCIの当事者やその支援者に

対する効果的な支援が全国的に普及することが期待される。 
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Ａ．研究目的 

軽度認知障害(MCI)は、認知症のハイリス

ク群であり、認知症への進行を予防するた

め、ライフスタイルの改善や精神的支援が

必要である。アルツハイマー型認知症の病

態修飾薬は開発されたものの、実際は進行

遅延のための十分な指導を受けず、置き去

りにされているケースがみられる。そこで

本研究班は、MCI の人の認知機能低下抑制

（進行予防）に向けた対策の確立と普及を

目指し、以下の２つの研究を行う。①手引

きの作成：MCI の進行予防・心理的支援につ

いて文献調査を行い、エビデンスに基づい

た手引きを作成する、②手引きを用いた介

入研究：MCIの人に対する手引きに沿った指

導を 12 か月間行う介入研究を実施し、手引

きによる啓発と支援の実現可能性を検証

し、認知機能や行動変容をアウトカムとし

た介入の効果を明らかにする。 

 

Ｂ．研究方法 

本年度は令和 4年度に開始された介入研

究を継続して実施した。また、介入研究を

遂行する中で参加者や家族、教室を運営し

た補助スタッフから寄せられた質問に対し

て回答を作成し、それを踏まえた手引きの

第 2版を作成した。 

 

1. 手引きの作成 

手引きの初版は初年度（令和 3 年度）か

ら 2年目（令和 4年度）の前半にかけて作

成した。原稿は①PQ (Patient Question)の

作成、②MCI当事者や家族に対するヒアリン

グに基づく PQの妥当性検証、③専門家によ

る初稿の執筆、④CCI (Clear 

Communication Index)に基づくクオリティ

チェックと改訂、の手続きを経て執筆され

た。なお、原稿作成の一連の手順は論文に

まとめ、学術雑誌に報告した（Kuroda Y, 

et al., Health Expect, 2023）。手引きの

デザインの作成にあたり京都精華大学デザ

イン学科の伊藤ガビン氏の参加を求め、高

齢者の特性に配慮したデザインとした。 

また、手引きを用いた MCIの人に対する

支援を見据え、ユーザビリティ向上と情報

の補完を目的とした関連資料(生活ノートと

アブストラクトテーブル集)を作成した。生

研究分担者 

所属機関名及び職名 

島田 裕之・国立長寿医療研究センター

老年学・社会科学研究センター・セン

ター長 

大塚 礼・国立長寿医療研究センター老

年学・社会科学研究センター・老化疫

学研究部・部長 

大沢 愛子・国立長寿医療研究センター

リハビリテーション科部・リハビリテ

ーション科・医長 

山田 実・筑波大学人間系・教授 

清家 理・立命館大学スポーツ健康科学

部・教授 

木下 文恵・東海国立大学機構名古屋大

学医学部附属病院・先端医療開発部・

病院講師 

藤原 佳典・東京都健康長寿医療センタ

ー研究所・副所長 

鈴木 宏幸・東京都健康長寿医療センタ

ー研究所・研究副部長 

山下 真里・東京都健康長寿医療センタ

ー研究所・研究員 
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活ノートは日々の体重、血圧、歩数、身体

活動、食事摂取状況、認知的活動や社会参

加状況などについて記載できる様式となっ

ている。見開き 1ページで 1週間分記載

し、1 冊で 52週（1年間）が完了する形式

をとっている。大きさや質感は手引きの本

体とそろえ、親しみやすいデザインとし

た。アブストラクトテーブル集は手引きに

引用した論文の要旨をまとめたものであ

り、掲載する論文の選定基準や記載方法も

標準化を行った。 

完成した手引きの初版および生活ノート

は以下に記載する介入研究に使用した

（2.4. 介入プログラムを参照）。介入を遂

行する中で参加者（MCI 当事者）やその家

族、補助スタッフから手引きや生活ノート

に記載された内容のわかりにくい点や記載

が不足している点、全般的に使いにくい点

について情報を収集した。一つ一つの質問

に対して研究事務局にて重要度分類を行

い、重要であるとされた質問は班員へ展開

するとともに最新のエビデンスを反映した

回答を作成した。また、これらの質問は研

究者 1 名がコーディングを行い、「表現上

の不備」、「補足説明の希望」、「ユーザ

ビリティ」、「誤字脱字」の 4種類に分類

した。なお、「表現上の不備」は記載され

ている事項が一般になじみの無かったり専

門性の高い表現がされていたりしたために

理解が十分に得られなかったもの、「補足

説明の希望」はそもそも前提としている知

識の提供が不十分なために内容が理解でき

なかったものである。 

これらのポイントは介入研究終了後に改

めて集計、精査され、手引きに改訂を加え

ることで手引きおよび生活ノートの第 2版

を作成した。さらに、手引きの普及を補助

する目的に手引きのエッセンスのみをまと

めた「簡易版ハンドブック」とブラウザで

閲覧可能な「web版のハンドブック」も作成

した。 

 

2. 介入研究 

手引きによる啓発と支援の実現可能性を

検証し、認知機能や行動変容をアウトカム

とした介入の効果を明らかにすることを目

的に、令和 4年 9月～令和 5年 8 月の 12か

月間において介入研究を実施した。令和 4

年当初より研究デザインの策定、データマ

ネジメントプランの作成、介入プログラム

の構築と指導員向けの研修、対象者の選定

とリクルートを行い、令和 5年 8 月には計

画通り全ての介入が完了している。 

 

2.1. 研究デザイン 

研究デザインは多機関共同単群介入試験

である。研究参加者に対して 12か月間の介

入を実施した前後でアウトカムを取得す

る。なお、研究フィールドは愛知県(責任

者：櫻井孝)と神奈川県(責任者：藤原佳典)

の 2箇所とした。 

 

2.2. 対象症例 

以下の(1)-(3)の基準を全て満たした者を対

象とした。 

(1) 登録時の年齢が 65歳以上 86歳未満の者 

(2) 軽度認知障害を有する者(MoCA-Jの得点

が 26点未満の場合と定義) 

(3) 文書による研究参加への同意を得た者 

なお、登録目標症例数は以下に示す根拠を

基に２つの施設の合計で 33例とした。 
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※症例数の設定根拠 

介入によって MoCA-Jのスコアが 2.2±2.9

改善したとの先行研究(Nara, 2018)を参考

に、本研究においても同程度の改善を見込

む。α=両側 0.05、検出力 95%としたとき必

要なサンプルサイズは 26例であるが、脱落

率 (20%) を考慮し、33例の登録を目標とす

る。 

 

2.3. アウトカム 

〇主要アウトカム 

初回評価時点と 12か月後評価時点までの

MoCA-Jの変化量  

〇副次アウトカム 

(1) 初回評価時点から 6、12か月後評価時点

までの身体活動量の変化量  

(2) 初回評価時点から 6、12か月後評価時点

までの基本的日常生活活動、手段的日常

生活活動の変化量  

(3) 初回評価時点から 6、12か月後評価時点

までの食物多様性、栄養状態の変化量  

(4) 初回評価時点から 6、12か月後評価時点

までの抑うつ、健康関連 QOLの変化量  

(5) 初回評価時点から 6、12か月後評価時点

までの社会参加の変化  

(6) 初回評価時点から 6、12か月後評価時点

までの行動変容指標の変化  

(7) 6、12か月後評価時点における教室参加

の満足度 

 

2.4. 介入プログラム 

対象者は研究班が開発した手引きに沿っ

て、生活習慣病の管理、定期的な運動の促

し、食事摂取の改善、社会参加、認知機能

訓練、心理教育から構成されるプログラム

を受ける。介入期間は 12 か月間とし、その

間 2週に 1回の頻度で行われるグループ教室 

(合計 24 セッション)に参加するとともに、

生活ノートを用いた日々の生活のセルフモ

ニタリングを行う。なお、手引きを用いた

指導内容の標準化のため、研究代表者、研

究責任者、研究分担者、または研究事務局

が実習形式による指導員の育成を行うこと

とした。 

グループ教室の各セッションは 90 分間とし、

60～75 分間の運動と 15 分間のグループワー

ク(手引きの読み合わせ)もしくは 30 分間の

認知行動療法(CBT)からなる。 

 

2.4.1. 運動プログラム  

対象者は、前述のグループ教室にて看護

師・保健師・理学療法士・健康運動指導士

等による運動教室 (有酸素運動、筋力トレ

ーニング、運動と認知課題を組み合わせた

二重課題運動)に参加する。運動プログラム

の実施方法は動画を用いてある程度規定す

るが、詳細な内容、実施順番等は、現場で

実際に運動指導を行う指導者が共通の研修

資材 (認知症予防運動プログラム コグニサ

イズ®入門: ハイブリッド DVDつき)などを

基に判断する。 

教室での運動の他に、週 2～3回のホーム

エクササイズの実施を推奨する。その際、

運動への動機づけ及び身体活動量の向上を

図るため、活動量計及び活動量記録用紙を

利用した身体活動のセルフモニタリングを

実施する。活動量記録用紙には、目標の達

成を定めた上で、その日の歩数、運動の実

施の有無、実施した運動の内容等を記載す

る。また、メモ欄に日々の食事内容や体重

等、生活に関する情報をあわせて記録して

もらう。活動量記録用紙は、運動介入プロ
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グラムを実施するたびに確認し、効果的な

運動方法や活動量向上の方法、具体的な活

動量の目標をフィードバックする。 

 

2.4.2. 手引きの読み合わせ 

指導員が手引きに記載の内容に沿って認

知症予防に関する栄養、運動、認知訓練、

生活習慣、疾病、精神心理支援について講

義を行う。全 24 回のセッションのうちハン

ドブックの読み合わせに 11セッションを充

て、9 ドメインから設定された 38の PQを網

羅できる構成としている。1回の教室ではひ

とつのテーマを取り扱うこととし、10分程

度の講義と 5分程度のグループディスカッ

ションからなる。グループディスカッショ

ンでは講義の内容のうち、理解できなかっ

たもの、自己の生活状況の振り返り、その

他感想などについて意見交換をするととも

に、所定の用紙に記載をする。これらの内

容は集計し、手引きの改訂の際の資料とし

て活用した。 

 

2.4.3. MCIを対象としたグループ CBT 

手引きで学んだ認知症予防に有効な生活習

慣や運動を定着化させるためには、そこに

至るまでの心理的負担へのサポートが必要

である。また、MCI に伴う心理的問題に対す

る支援は、進行予防と同等に重要な課題で

あるが、一方向的な情報提供だけでは不十

分である。そこで、慶応義塾大学医学部(田

島美幸、原祐子)の協力を得て、MCI の人の

特徴を考慮した認知行動療法の要素を取り

入れたグループワークプログラム(GCBT for 

MCI)を開発した。 

GCBT for MCI は、月１回 30 分程度、全 12

回から構成される。プログラムの内容は、

「#1導入」「#2, #7目標設定(長期目標と短

期目標を決める)」「#3 忘れる問題(行動の

し忘れへの対処)」「#4 時間の使い方問題

(運動の時間が確保できない)」「#5 気が乗

らない問題」「#6 サポートマップづくり(身

の回りのサポート資源を見直す)」といった

内容を行い、健康的な生活習慣の定着化を

阻害する問題解決を中心に作成した。また、

参加者が GCBT for MCI で得たスキルや知識

を活用できるように、「#8～#12 応用」を計

画した。 

 

(倫理面への配慮) 

MCI進行予防のための「手引き」の作成

は、人を対象とする生命科学・医学系研究

に関する倫理指針の適用外である。そのた

め、国立長寿医療研究センター倫理・利益

相反委員会において、利益相反のみを申告

した。今年度実施中の介入研究に関しては

倫理申請を行い、承認を得ている（課題番

号：No. 1603-4、承認日：令和 5 年 2月 14

日）。 

 

Ｃ．研究結果と考察 

1. 手引きの作成 

介入研究を遂行する中で計 99件の質問が

参加者、家族および研究補助員から寄せら

れた。質問および回答を一部抜粋し、巻末

の表 1 にまとめた。これらを整理、精査

し、手引きと生活ノートそれぞれの第 2版

を作成した（図 1-2）。 

令和 5 年度における具体的な成果物とし

て、手引き本体の第 2版、生活ノートの第 2

版、簡易版ハンドブック（図 3）、web版の

ハンドブック（図 4）、認知行動療法ガイド

ブックの 5点がある。これらの成果物は令
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和 4年度の成果物であるアブストラクトテ

ーブル集と併せて厚生労働省、国立長寿医

療研究センター、東京都健康長寿医療セン

ターの Webサイトに掲載している（一部掲

載準備中）。 

掲載後から多数の反響があり、2024年 4月

現在、151件の問い合わせ（個人・法人問わ

ず）が事務局に寄せられた。 

 

2. 介入研究 

2.1. 対象者特性 

愛知フィールドでは、国立長寿医療研究

センター病院 もの忘れセンターへの通院歴

がある方のうち、除外基準を満たす方、他

の研究に参加中の方、遠方に在住の方を除

いた 143 名に対して案内状を送付した。そ

のうちレスポンスのあった 23名に適格性の

評価(MoCA-Jによる認知機能のスクリーニン

グを含む)を実施した。その後、MoCA-Jの得

点が 26 点以上であった 1名と研究開始時点

で要介護認定がされていた 2名が除外さ

れ、合計 20名にて介入研究が開始された。

神奈川フィールドでは、川崎市で実施して

いる健康講座の参加者全員に対して案内状

を配布し、レスポンスがあった方のうち 41

名に対して適格性の評価を実施した。その

後、MoCA-Jの得点が 26点以上であった 14

名と抽選により 9名が除外され、合計 18名

にて介入研究が開始された。 

愛知フィールドにおける参加者は年齢

79.96 歳、10名（50%）が男性であり、

MoCA-J の点数は 30点満点中 20.05 点であっ

た。一方、神奈川フィールドでは年齢 77.78

歳、男性 6名（33%）、MoCA-Jの得点は

23.72 点であった。総じて、愛知フィールド

と比較して神奈川フィールドの参加者は年

齢が若く、認知機能が比較的保たれている

傾向であった。 

 

2.2. 教室参加率と有害事象 

参加者全体における介入フローを巻末の図 5

に示す。介入終了までにモチベーションの

低下（N=3）および腰痛の悪化（N=1）によ

り 4名がドロップアウトし、34名が最終評

価まで完遂した。 

介入期間における有害事象（Common 

terminology criteria for adverse 

events, CTCAE における Grade3以上を定

義）は 4件（左鼠径ヘルニアに対する腹腔

鏡下手術、聴神経腫瘍に対するガンマナイ

フ、左大腿骨骨折、脊柱管狭窄症に伴う入

院）であり、全て本研究との因果関係は認

められなかった。有害事象の詳細な内容に

ついては巻末の表 2にまとめた。 

 

2.3. 認知機能に対する効果 

参加者のうち、グループ教室へ一回以上参

加したもの（ただし、重大な研究計画書違

反があったものは除く）を Full analyses 

setと定義し、主解析における解析対象者と

した。 

解析対象者（N=37）の基本特性は巻末の表 3

にまとめた。MoCA-Jの変化量は 1.2 点（介

入前：21.9点、介入後：23.3点）であり、

統計学的有意な改善を認めた（p=0.007）。

また、外部対照群※と傾向スコアマッチン

グした対象を用いた解析（介入群 N=18, 対

照群 N=18）においても、介入群は外部対照

群と比較して有意な MoCA-Jの改善を認めた

（P<0.001）。 

 

※外部対照群の詳細 
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J-MINT 研究（MCI 高齢者を対象とした 18か

月間の RCT）における対照群のうち、フォロ

ーアップ研究（18 か月以降、12か月ごとに

評価を実施）の参加に同意が得られたもの

を外部対照群とした。本研究においては外

部対照群の 18か月評価から 30 か月評価ま

での 1 年間のデータを用いた。なお、MoCA-

Jの測定に欠損がある場合や該当期間におい

てなんらかの介入を受けていることが明ら

かな場合は解析から除外した。 

 

2.4. その他の評価項目 

解析対象者における歩行速度、握力、BMI、

食物多様性、GDS-15の 12か月間の変化は表

4のとおり。これらの項目に対して 12か月

間で統計学的に有意な変化は認められなか

った。 

教室参加による満足度は①教室全体に対す

る満足度、②運動に対する満足度、③二重

課題運動プログラムに対する満足度、④手

引きの読み合わせに対する満足度、⑤グル

ープ CBT に対する満足度、⑥配布物に対す

る満足度、の 6項目に対し、それぞれ 1

点：不満、2点：やや不満、3点：やや満

足、4 点：満足の 4件法で評価した。それぞ

れの項目の平均点は 3.68点、3.57点、3.65

点、3.24 点、3.11 点、3.62点であり、総じ

て高い満足度が得られた（表 5）。 

 

Ｄ．考察 

本研究では、MCI 進行予防のための実践的

な介入方法を提案すべく、「手引きの作

成」と「手引きを用いた介入の効果判定」

を 2つの柱として遂行した。3年計画の 3年

目にあたる本年度は手引きを用いた介入に

より MCI 高齢者の認知機能に与える効果を

検証した。また、手引きの第 2版（最終

版）を完成させた。 

MCIは、認知症の前段階であると考えら

れ、ライフスタイルの改善や精神的支援に

よる進行予防が必要である。一方、MCI 当事

者、家族、支援者（地域包括支援センター

や医療者）などが参照しやすい形で進行予

防のためのエビデンスが体系だってまとめ

られた前例がなく、MCI の方が十分な指導を

受けず、置き去りにされているケースが少

なくなかった。本研究が広く普及すること

で、全国の MCI 高齢者の進行予防に大きく

寄与すると考えられる。 

また、本研究では研究補助員（非専門

家）が手引きを活用することで実際に MoCA-

Jの点数が改善することを示した。介護予防

教室等では MCI 高齢者を適切に指導できる

インストラクターは貴重であるが、本研究

で作成された手引きを活用することで全国

の介護予防教室の質の向上にも寄与できる

と考えられる。 

 

Ｅ．結論 

本研究により、MCI進行予防のための手引

きが完成した。当事者や家族のリテラシー

向上に大きく寄与するとともに、全国で実

施されている認知症予防教室のために活用

されることが期待される。 

 

Ｆ．健康危険情報 

該当なし 
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36) 成田美紀、大曽根由実、 新開省二、横

山友里、阿部巧、野藤悠、秦俊貴、村

山洋史、藤原佳典．COVID-19 流行前後

における高齢者の食生活 （１）食品摂

取多様性と関連要因の変化．第 82 回公

衆衛生学会総会（つくば国際会議場：

筑波）．示説．R5.10.31-11.2. 

37) 大曽根由実、成田美紀、新開省二、横
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山友里、野藤悠、阿部巧、秦俊貴、村

山洋史、藤原佳典．COVID-19 流行前後

における高齢者の食生活（２）食品摂

取多様性の変化をもたらす要因．第 82

回公衆衛生学会総会（つくば国際会議

場：筑波）．示説．R5.10.31-11.2. 

38) 小島みさお、清野諭、横山友里、倉岡

正高、植田拓也、森裕樹、小宮山恵美、

山中信、谷出敦子、秦俊貴、小林江里

香、藤原佳典．大都市高齢者における

社会参加割合とフレイル該当割合に関

する地域相関分析．第 18 回日本応用老

年学会大会（大阪大学 豊中キャンパス 

大 阪 大 学 会 館 ： 大 阪 ） ． 示 説 ．

R5.10.28-29. 

39) 小島みさお、清野諭、横山友里、倉岡

正高、森裕樹、小宮山恵美、谷出敦子、

山中信、秦俊貴、植田拓也、小林江里

香、藤原佳典．大都市高齢者の基本チ

ェックリストによる性・年齢・要支援

認定有無別フレイル発現率．第 82 回日

本公衆衛生学会総会（つくば国際会議

場：茨城）．示説．R5.10.31-11.2. 

40) 野藤悠、吉田由佳、森知美、阿部巧、

横山友里、清野諭、藤原佳典、村山洋

史．介護予防活動の認知に影響する要

因の検討：養父コホート研究．第 82 回

日本公衆衛生学会総会（つくば国際会

議場：茨城）．示説．R5.10.31-11.2. 

41) 野藤悠、清野諭、横山友里、阿部巧、

村山洋史、藤原佳典．介護予防の４要

素（運動・栄養・社会参加・口腔ケア）

の充足数と要介護認定との関連性．第

65 回日本老年社会科学会（パシフィコ

横 浜 ノ ー ス ： 神 奈 川 ） ． 示 説 ．

R5.6.17-18. 

42) 野藤悠、横山友里、清野諭、阿部巧、

吉田由佳、谷垣知美、村山洋史、藤原

佳典．フレイル予防の３要素（運動・

栄養・社会参加）の充足数と介護費と

の関連性．第 23 回日本健康支援学会学

術大会（福岡工業大学：福岡）．口演．

R5.3.4-5. 

43) 成田美紀、大曽根由実、新開省二、阿

部巧、横山友里、野藤悠、秦俊貴、北

村明彦、藤原佳典、村山洋史．地域在

住高齢者における新型コロナウイルス

感染症 流行直後の生活行動の変化と食

品摂取多様性との関連．第 18 回日本応

用老年学会大会（大阪大学：大阪）．

口演．R5.10.28-29. 

44) 藤田幸司、横山友里、西真理子、藤原

佳典．高齢者のボランティア活動の継

続と主観的ウェルビーイングとの関連．

第 65 回日本老年社会科学会（パシフィ

コ横浜ノース：神奈川）．示説．

R5.6.17-18. 

45) 藤田幸司、横山友里、西真理子、松永

博子、藤原佳典．高齢者におけるボラ

ンティア活動頻度、満足度と主観的ウ

ェルビーイングとの関連．第 82 回日本

公衆衛生学会総会（つくば国際会議

場：茨城）．口演．R5.10.31-11.2. 

46) 清野諭、横山友里、阿部巧、野藤悠、

谷口優、村山洋史、天野秀紀、新開省

二、北村明彦、藤原佳典．地域在住高

齢者のサルコペニアおよびその構成因

子と死因別死亡リスク．第 65 回日本老

年医学会学術集会（パシフィコ横浜：

横浜）．口演．R5.6.16-18. 

47) 早川美知、本川佳子、横山友里、大須

賀洋祐、飯塚あい、豊島堅志、田村嘉



21 

 

章、石川讓治、藤原佳典、荒木厚．地

域在住高齢者に対する運動・栄養・社

会参加の複合プログラムによる介入に

ついての予備的検討．第 65 回日本老年

医学会学術集会（パシフィコ横浜：横

浜）．示説．R5.6.16-18. 

48) 清野諭、横山友里、小島みさお、倉岡

正高、森裕樹、小宮山恵美、谷出敦子、

山中信、秦俊貴、植田拓也、小林江里

香、藤原佳典．大都市在住高齢者の地

域レベルの社会参加と 個人の身体不活

動：横断的マルチレベル分析．第 82 回

公衆衛生学会総会（つくば国際会議

場：筑波）．口演．R5.10.31-11.2. 

49) 阿部巧、藤原佳典、北村明彦、野藤悠、

西田裕紀子、牧迫飛雄馬、鄭丞媛、大

塚礼、鈴木隆雄、ILSA-J Group．JST 版

活動能力指標との関連性における身体

機能と認知機能の差異：長寿コホート

の総合的研究（ILSA-J）．第 65 回日本

老年医学会学術集会（パシフィコ横浜

ノース・アネックス：神奈川）．口演．

R5.6.16-18. 

50) 阿部巧、山城大地、 山下真里、植田拓

也、鈴木宏幸、藤原佳典、粟田主一、

鳥 羽 研 二 、 IRIDE Cohort Study 

investigators．地域包括支援センター

における認知機能評価の実態把握と認

知機能低下者スクリーニングモデルの

適用可能性：IRIDE Cohort Study．第

12 回日本認知症予防学会学術集会（朱

鷺メッセ：新潟）．口演．R5.9.15-17. 

51) 阿部巧、野藤悠、横山友里、清野諭、

藤原佳典、村山洋史．地域在住高齢者

における外出時の手段別移動時間とフ

レイルとの関連性．第 82 回日本公衆衛

生学会総会（つくば国際会議場：茨

城）．示説．R5.10.31-11.2. 

52) 倉岡正高、清野諭、山下真里、野藤悠、

村山洋史、藤原佳典．東日本大震災被

災地における世代間交流と精神的健康

度の関連．日本世代間交流学会第 14 回

全国大会（京都橘大学：京都府）．示

説．R5.12.2. 

53) 倉岡正高、清野諭、横山友里，小島み

さお, 森裕樹，植田拓也，藤原佳典．

一人暮らし高齢男性の困り事の相談相

手と他者と食事をする機会の関連の検

証．日本老年社会科学会第 64 回大会

（パシフィコ横浜：神奈川）．示説．

R5.6.17-18." 

54) 古谷友希、阿部巧、小川将、山城大地、

野藤悠、横山友里、清野諭、天野秀紀、

藤原佳典、村山洋史．地域在住高齢者

における BMI と ba-PWV との関連性．第

10 回日本予防理学療法学会学術大会

（函館市民会館・函館アリーナ：北海

道）．口演．R5.10.28-29. 

55) 大須賀洋祐、野藤悠、清野諭、丸尾和

司、岡敬之、新開省二、藤原佳典、笹

井浩行．高齢就労者に対する多要素介

入の安全性、受容性、潜在的有効性：

予備的ランダム化比較試験．第 23 回日

本健康支援学会学術大会（福岡工業大

学：福岡）．口演．R5.3.4-5." 

56) 野藤悠、横山友里、清野諭、阿部巧、

吉田由佳、谷垣知美、村山洋史、藤原

佳典．フレイル予防の３要素（運動・

栄養・社会参加）の充足数と介護費と

の関連性．第 24 回日本健康支援学会年

次学術大会（福岡工業大学：福岡）．

示説．R5.3.4-5. 
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57) 清野諭、横山友里、阿部巧、野藤悠、

谷口優、村山洋史、天野秀紀、新開省

二、北村明彦、藤原佳典．地域在住高

齢者のサルコペニアと死因別死亡リス

ク．第 65回日本老年医学会学術集会(パ

シフィコ横浜ノース・アネックス:神奈

川）．示説．R5.6.16-18. 

58) 野藤悠、清野諭、横山友里、阿部巧、

村山洋史、藤原佳典．介護予防の４要

素（運動・栄養・社会参加・口腔ケア）

の充足数と要介護認定との関連性．第

65 回日本老年社会科学会大会(パシフィ

コ横浜ノース・アネックス:神奈川）．

示説．R5.6.17-18. 

59) 松永博子、高橋知也、相良友哉、鈴木

宏幸、村山洋史、藤原佳典．中高齢者

就労支援施設における支援課題に関す

る研究．第 65 回日本老年社会科学会大

会(パシフィコ横浜ノース・アネック

ス:神奈川）．示説．R5.6.17-18. 

60) 倉岡正高、清野諭、山下真里、野藤悠、

村山洋史、藤原佳典．東日本大震災被

災地における世代間交流と精神的健康

度の関連．日本世代間交流学会第 14 回

全国大会（京都橘大学：京都）．示説．

R5.12.2. 

61) 相良友哉、高橋知也、松永博子、藤平

杏子、藤田幸司、山下真理、川窪貴代、

鈴木宏幸、村山洋史、藤原佳典．ボラ

ンティア団体の役員は活動負担感が増

大するか？: REPRINTS Study より．日

本世代間交流学会第 14 回全国大会（京

都橘大学：京都）．示説．R5.12.2. 

62) Suzuki H, Takahashi T, Ogawa S, 

Iizuka A, Sato K, Hinakura K, Cho D, 

Li Y, Furuya T, Takahashi Y, 

Yamashiro D, Shimizu Y, Fujihira K, 

Haga T, Kobayashi M, Fujiwara Y. 

Social implementation of the 

cognitive intervention program 

through a training for picture book 

reading: examination of differences 

in intervention effects by age group. 

The 12th IAGG Asia/Oceania Regional 

Congress 2023, Yokohama, 2023.6.12-

14. 

63) Suzuki H. Intervention programs for 

the prevention of cognitive decline 

based on cognitive reserve: lifelong 

learning programs. Dementia 5: Non-

pharmacological intervention for 

dementia. The 12th IAGG Asia/Oceania 

Regional Congress 2023, Yokohama, 

2023.6.12-14. 

64) 鈴木宏幸, 高橋知也, 小川将, 長大介, 

飯塚あい, 山城大地. 地域在住中高年

者を対象とした認知症共生尺度作成の

試み. 第65回日本老年社会科学会大会, 

横浜, 2023.6.17-18 

65) 鈴木宏幸, 山城大地, 小川将, 長大介, 

飯塚あい, 鈴木宣子, 田中信太郎. 軽

度認知障害（MCI）スクリーニング検査

モデル事業参加者における認知症共生

意識の関連要因（1）生活機能に関する

検討. 第12回日本認知症予防学会学術

集会, 新潟, 2023.9.15-17. 

66) 鈴木宏幸, 山城大地, 小川将, 長大介, 

飯塚あい, 鈴木宣子. 軽度認知障害

（MCI）検査モデル事業への参加による

認知症共生意識への影響. 第82回日本

公衆衛生学会総会, 筑波, 2023.10.31-

11.2. 
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67) 鈴木宏幸, 松永博子, 伊藤晃碧, 大辻

みずき, 李岩, 小川敬之, 藤原佳典. 

MCI・軽度認知症の人を対象とした趣味

講座における有償化の影響: 前後比較

試験による介入効果と継続性に関する

検討. 第18回日本応用老年学会大会, 

大阪, 2023.10.28-29. 

68) 山下真里、加藤真衣、川西智也、扇澤

史子. 認知症の人とその家族に対する

診断前・診断後支援：電話相談の活用

に関する検討. 第 42回日本心理臨床学

会（パシフィコ横浜：横浜）. 示説. 

R5.9.2. 

69) 山下真里. フレイルにおける心理的ア

プローチ：心理職の役割. 第 23回抗加

齢医学会総会. シンポジウム. 

R5.6.11. 

70) 清水恒三朗、山下真里、原祐子. MCI高

齢者の健康行動に焦点化した認知行動

モデルに基づく心理プログラムの取り

組みについて. 第 42回日本心理臨床学

会（パシフィコ横浜：横浜）. 示説. 

R5.9.2. 

71) 相良友哉、藤田幸司、山城大地、森裕

樹、植田拓也、倉岡正高、清野諭、野

藤悠、山下真里、阿部巧、藤原佳典. 

高齢者の居場所の類型ごとの特徴②－

居場所の類型と精神的健康度との関連. 

第 82 回日本公衆衛生学会総会. 

R5.10.31-11.2. 

72) 藤原佳典、高橋知也、藤平杏子、松永

博子、相良友哉、藤田幸司、山下真

里、川窪貴代、村山洋史、鈴木宏幸. 

シニアボランティアにおける活動への

満足度・負担感が精神的健康度に及ぼ

す 影響：REPRINTS-ex研究より. 第 82

回日本公衆衛生学会総会. R5.10.31-

11.2. 

73) 山城大地 、山下真里 、川窪貴代、高

橋知也、松永博子、相良友哉、藤田幸

司、藤平杏子、小川将、登藤直弥、鈴

木宏幸 、村山洋史 、藤原佳典. 高齢

期のボランティア活動に関する負担感

尺度作成の試み. 第18回日本応用老年

学会大会. 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

1) Petit 茶論 登録 6607582 (商願 2021-

149661) 

2) Petit 笑店 登録 6578305 (商願 2021-

149662) 

 

２．実用新案登録 

 該当なし 

 

３．その他 

 該当なし 
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表 1. 参加者、家族および補助スタッフから寄せられた質問および回答（一部抜粋） 

 

質問内容 該当箇所 質問者 コーディング※ 回答・対応 

「認知症」と「もの忘れ」の違いが

分かりづらい 

手引き Q1 参加者 表現上の不備 本文中に具体的な例を追加 

グラフの縦軸が何を表しているのか

わからない 

手引き Q4 参加者 表現上の不備 1．グラフの縦軸を変更 

2．本文の参照箇所を明示 

バランスの良い食事の事例をお聞き

したい 

手引き Q14 参加者 補足説明の希望 例となるイラストを追加 

認知症予防に必要な社会活動の定義

がわかりにくい 

手引き Q17、生活

ノート 

参加者、補助スタ

ッフ 

表現上の不備、ユーザビ

リティ 

1．手引き該当部分の Q and 

Aの文章を変更 

2．生活ノートの列名を変更 

 

※質問は「表現上の不備」、「補足説明の希望」、「ユーザビリティ」、「誤字脱字」のいずれかにコーディング。 
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表 2. 有害事象の一覧 

 

発現日 有害事象名 CTCAE V5.0 

SOC 日本語 

CTCAE V5.0 

TERM 日本語 

GRADE CODE 内容 本研究との

因果関係 

2022/9/27 腰椎圧迫骨

折 

傷害、中毒お

よび処置合併

症 

脊椎骨折 2 10041569 2022/9/24 自宅でエアマットを用いた運動を実施 。9/26 腰

背部に疼痛が出現し、当院整形外科を受診。レントゲン検査

の結果、腰椎圧迫骨折の疑いと診断された。9/28 自宅療養

中。長期の療養が必要なため、研究中止の希望。  

なし 

2023/4/13 左鼠経ヘル

ニア 

胃腸障害 
 

3 
 

2023/1頃に左鼠経部に症状が出現。4/12刈谷豊田総合病院へ

入院。4/13腹腔鏡下手術施行。4/14退院。 

なし 

2023/8/15 聴神経腫瘍 良性、悪性お

よび詳細不明

の新生物（嚢

胞およびポリ

ープを含む） 

良性、悪性お

よび詳細不明

の新生物（嚢

胞およびポリ

ープを含む） 

3 10029104 2021/8 左耳の聞こえが悪くなり、当院耳鼻科にて聴神経腫瘍

と診断される。2022/10 当院の紹介にて愛知医科大学病院を

受診。2023/7 検査の結果、予想外に腫大しておりガンマナイ

フ治療をすることとなる。愛知医科大学病院の紹介にて大隈

病院を受診。2023/8/14 入院、15 ガンマナイフ照射、16 退

院。 

なし 

2022/11/16 大腿骨骨折 傷害、中毒お

よび処置合併

症 

股関節部骨折 3 10020100 2022/11/16 散歩に出かけたところ転倒。救急車を呼び入院。

その後、大腿骨骨折であることがわかり手術する。

2022/12/5自宅療養を開始。介護保険の申請をする。 

なし 

2022/12/1 膠原病 免疫系障害 3 
 

2022/11/16 脊柱管狭窄症の症状が悪化にて体の動かなさを自

覚。2022/12/1 に 3～4 週間の入院が決まり、入院。12/22 退

院。 

なし 
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表 3. 解析対象集団（Full analyses set）の基本特性 

 
 

解析対象集団, N＝37 

年齢, 歳 79.2 ± 4.2 

性別 (男性/女性) 16/21 

教育年数, 年 12.6 ± 2.2 

BMI, kg/m2 21.7 ± 3.2 

MoCA-J, 点 21.9 ± 2.9 

握力, kg 23.8 ± 6.1 

歩行速度, m/s 1.4 ± 0.3 

GDS, 点 4.1 ± 3.3 

食物多様性, 点 8.3 ± 3.1 
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表 4. 認知機能と副次評価項目の 12か月間の変化 

 

 初回評価時 (N=37) 
 

12 ヶ月後 (N=34) 
 

 

 平均 標準偏差  平均 標準偏差 
 

p値※ 

MoCA-J 合計得点 21.9 2.9 
 

23.3 3.8 
 

0.007 

歩行速度(m/s) 1.37 0.28 
 

1.34 0.24 
 

0.628 

平均握力(kg/m2) 23.82 6.13 
 

24.47 5.04 
 

0.550 

BMI(kg/m2) 21.74 3.19 
 

22.26 2.97 
 

0.179 

食物多様性 10.1 2.1 
 

10.6 2.3 
 

0.095 

抑うつ(GDS-15) 4.1 3.3 
 

3.1 2.8 
 

0.075 

 

※1 標本 t検定の p値を記載 
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表 5. 6カ月時点と 12か月時点における教室参加満足度 

 
 

6か月(N=38) 12か月(N=37) 
 

平均 標準偏差 平均 標準偏差 

全般的な満足度 3.65 0.53 3.68 0.47 

運動に対する満足度 3.62 0.54 3.57 0.64 

二重課題運動に対する満足度 3.57 0.55 3.65 0.53 

手引きの読み合わせに対する満足度 3.41 0.72 3.24 0.63 

グループ CBT に対する満足度 3.27 0.64 3.11 0.73 

配布物に対する満足度 3.69 0.46 3.62 0.54 
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図 1. 手引きの第 2版（抜粋） 

手引きの初版（令和 4年 8月作成）は介入研究のグループワーク（手引きの読み合わせと

参加者同士の意見交換）に活用された。上記の活動を通して蓄積された意見をもとに第 2

版を作成した。版の改訂に際して 9ドメイン 38PQの全体構成であることとページレイアウ

ト（左ページの Q and A でポイントを端的に説明し、右ページで詳細に説明する）は変更

せず、記載内容の見直しと充実化を図る方針とした。 
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図 2. 生活ノートの第 2 版（抜粋） 

生活ノートの初版（令和 5年 3月作成）は介入研究にて生活状況のモニタリングに活用さ

れた。上記の活動を通して蓄積された意見をもとに内容を見直し、第 2版を作成した。 
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図 3. 簡易版ハンドブック（抜粋） 

手引き（第 2版）の Q and Aのみをまとめた。病院等で配布しやすいように手引き本体よ

りも一回り小さい（A5版の）中綴じ冊子とした。 
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図 4. web版のハンドブック（一部のスクリーンショット） 

手引き（第 2版）の Q and Aのみをまとめた。ボタン等を配置し、インタラクティブな

web サイトとした。URL: https://www.ncgg.go.jp/dementia/mci/ 
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図 5. 参加者全体における介入フロー 
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